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北海道医療大学広報誌　

2021年度入学者選抜について

　北海道医療大学は創立45年を迎え、その間、薬学部、歯学部、
看護福祉学部、心理科学部、リハビリテーション科学部を順次設
置し、今年は6番目の学部として医療技術学部を開設しました。
完成年次には、学部、大学院及び歯科衛生士専門学校を加え、
全学で約3,900人を擁し、“新医療人育成の北の拠点”である
医療系総合大学としてより一層の社会貢献が期待されます。
　さて、2021年度入試から、「学力の3要素（①基礎的な知
識・技能、②思考力・判断力・表現力、③主体性を持ち多様な
人々と協働しつつ学習する態度）」を評価する入学試験の導入
が義務付けられ、英語については「聞く」「読む」「話す」「書く」
の4技能を評価するための外部試験の導入も可能となりまし
た。これは、「高等学校教育」と「大学教育」、そして両者を接続
する「大学入学者選抜」を一体的に改革し、それぞれの在り方
の転換を図り、新たな価値を創造していく“学力の3要素”を育
成・評価することが重要、との考えのもとに導入されるもので
す。本稿では、新入試についての本学の対応と、関連した志願
者数向上へ向けた試みを簡単に紹介させていただきます。
　まず、入学志願者を確保するうえでは、本学の教育の特徴を
明示し、受験生に理解してもらうことが必要であり、「教育の3
方針」の抜本的な見直しを図りました。即ち、“卒業時にはどの
ような能力を身につけることができるか”を示す「学位授与の
方針（DP）」、“能力修得のためにどのような教育を受けるの
か”を示す「教育課程編成・実施の方針（CP）」を定め、各方針に
対応しうる能力・意欲・適性を持った多様な人材を求める「入学
者受入れの方針（AP）」を明示し、今後の入学者選抜法と志願
者の志望動機との整合を図りました。これをもとに、本学では、

2021年度入試以降については、従来と同様にAO方式(総合
型選抜)、推薦(学校推薦型選抜)、一般(一般選抜)、センター(共
通テスト利用選抜)の各選抜入試を行う予定であり、それぞれ
の選抜方法は、各学科が定める「入学者受入れの方針」に示さ
れた多様な特性のどれを重視するかに対応したものとなりま
す。例えば、“保健・医療・福祉活動を通じて社会に貢献しようと
する意欲がある人”を対象とする選抜入試では、「学力の3要
素」の③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を主
として評価することになりますが、他の2要素である①、②につ
いても評価が求められます。そのため、従来に比べて多大な労
力を割くことが予想されますが、本学のすべての選抜方法は、
「アドミッション・ポリシー」に基づいて実施し、「学力の3要素」
を保証可能な評価を行うことをめざしています。
　さらに、給付型奨学金制度の充実をより一層進め、すでに
運用している「夢つなぎ入試（入学金全額、初年度の授業料
半額を免除）」や「福祉・介護人材育成奨学生（4年間学納金総
額90万円）」をはじめ、学費を国立大学と同水準とする「薬学
部特待奨学生」「歯学部特待奨学生」に授業料を半額とするA
特待の区分を2020年度入試から追加しました。また、
2020年度一般入学生から臨床福祉学科の学納金を年額
99万円に減額し、入学生に対する財政的負担の軽減に努め、
幅広く有為な入学志願者の獲得をめざしていきます。
　以上、志願者増の対策を含めた本学の新入試制度の現況
を紹介させていただきました。新入試スタートに向けて確実
な対応を期して粛々と準備を進めており、今後とも皆さんの
応援をお願いいたします。

第41回九十九祭の様子。
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